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一
平
安
時
代
を
代
表
す
る
学
者
・
詩
人
で
あ
る
菅
原
道
真
が
延
喜
三
（
九
三
）
年
に
没
し
て
千
百
年
が
経
っ
た
。
こ
れ
を
記
念
し
て
展
覧
会
を
催
し
た
り
、
全
国
の
天
満
宮
で
式
典
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
顕
彰
の
動
き
が
あ
っ
た
。
道
真
と
言
え
ば
、
右
大
臣
に
ま
で
昇
り
つ
め
る
や
、
大
宰
府
へ
左
遷
さ
れ
て
そ
の
地
で
生
涯
を
終
え
る
悲
運
が
襲
う
。
後
に
そ
の
怨
霊
が
災
厄
を
も
た
ら
す
と
し
て
畏
れ
ら
れ
、
や
が
て
天
神
と
し
て
祀
ら
れ
る
に
到
る
。
こ
れ
ら
は
常
識
と
な
っ
て
い
る
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
。
ほ
か
に
は
有
数
の
学
者
で
あ
っ
た
こ
と
、
遣
唐
使
の
廃
止
を
提
言
し
て
認
め
ら
れ
た
こ
と
、
異
例
の
昇
進
を
遂
げ
た
こ
と
な
ど
、
事
績
に
つ
い
て
は
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
、
一
般
の
知
識
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と
も
か
な
り
あ
る
。
た
と
え
ば
父
の
名
前
や
ど
ん
な
人
物
で
あ
る
か
を
知
る
人
は
あ
ま
り
い
な
い
。
道
真
が
有
名
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
一
族
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
話
題
に
も
上
ら
な
い
。
道
真
は
ひ
と
り
で
学
者
・
詩
人
・
政
治
家
と
し
て
の
地
歩
を
築
い
た
の
で
は
な
い
。
そ
れ
ま
で
に
一
族
が
有
し
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
の
蓄
積
が
背
景
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
と
り
わ
け
父
是
善
か
ら
受
け
継
い
だ
も
の
は
大
き
か
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
学
者
官
人
と
し
て
の
あ
り
か
た
・
詩
文
創
作
・
菅
家
廊
下
の
経
営
な
ど
に
つ
い
て
、
伝
え
ら
れ
委
ね
ら
れ
た
も
の
は
道
真
を
支
え
た
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
道
真
の
活
動
・
業
績
の
背
景
を
理
解
す
る
に
は
是
善
を
知
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
是
善
に
関
す
る
資
料
は
あ
ま
り
残
っ
て
お
ら
ず
、
む
し
ろ
道
真
の
詩
文
集
菅
家
文
草
に
よ
っ
て
、
事
績
や
人
と
な
り
が
分
か
る
と
い
う
状
況
に
あ
る
。
こ
れ
か
ら
は
是
善
を
知
る
努
力
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
菅
原
氏
は
、
独
自
の
年
中
行
事
を
催
し
て
い
た
。
寒
食
・
八
月
十
五
夜
・
九
月
尽
日
の
宴
が
そ
れ
で
あ
る
（
１
）。
こ
れ
ら
は
菅
家
文
草
に
よ
っ
て
、
そ
の
実
施
が
知
ら
れ
る
。
た
だ
、
こ
の
行
事
は
す
べ
て
道
真
が
始
め
た
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
道
真
は
継
承
者
で
あ
る
。
父
か
ら
受
け
継
い
で
い
る
の
で
あ
り
、
そ
の
中
に
は
祖
父
清
公
に
始
ま
っ
た
も
の
を
含
ん
で
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
菅
原
氏
は
学
問
の
家
柄
を
築
い
て
行
く
過
程
で
、
年
中
行
事
を
確
立
し
─ ─
是
善
か
ら
道
真
へ
菅
原
氏
の
年
中
行
事
北
山
円
正
た
と
考
え
ら
れ
、道
真
時
代
に
は
ほ
ぼ
完
成
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。し
た
が
っ
て
、
菅
原
氏
の
年
中
行
事
を
考
え
る
上
で
は
、
是
善
の
果
し
た
役
割
を
重
視
す
る
必
要
が
あ
る
。
さ
き
に
も
触
れ
た
と
お
り
、
是
善
に
関
す
る
資
料
は
乏
し
く
、
十
分
な
検
討
は
期
し
が
た
い
。
今
は
主
に
道
真
の
詩
文
集
に
よ
っ
て
、
是
善
が
年
中
行
事
形
成
に
果
た
し
た
役
割
を
検
討
し
、
さ
ら
に
道
真
が
受
け
継
ぐ
様
相
を
述
べ
た
い
。
二
菅
原
氏
は
菅
家
廊
下
と
い
う
私
塾
を
経
営
し
て
お
り
、
文
人
官
吏
を
目
指
す
人
々
を
教
育
し
て
い
た
。
年
中
行
事
を
催
す
時
に
は
、
こ
の
塾
生
た
ち
が
参
加
し
て
詩
を
詠
じ
て
い
る
。
た
ん
に
儀
礼
を
行
な
い
儀
礼
を
伴
わ
な
い
行
事
も
あ
る
だ
ろ
う
宴
席
で
酒
を
飲
む
だ
け
の
行
事
な
の
で
は
な
く
、
日
頃
培
っ
た
勉
学
の
成
果
を
発
揮
す
る
と
と
も
に
、
互
い
に
刺
激
し
合
う
場
と
し
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
塾
を
主
宰
す
る
是
善
・
道
真
も
そ
の
中
の
一
員
で
あ
り
、質
の
高
い
作
品
を
詠
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
想
像
で
き
る
。
そ
の
意
味
で
は
厳
し
い
、
張
り
つ
め
た
雰
囲
気
を
持
つ
集
い
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
行
事
の
う
ち
ま
ず
寒
食
を
取
り
上
げ
る
。
も
と
は
大
陸
の
行
事
で
あ
り
、
冬
至
か
ら
百
五
日
目
と
そ
の
前
後
各
一
日
の
三
日
間
、
燈
火
を
点
さ
ず
ま
た
調
理
に
火
を
用
い
ず
に
過
ご
し
た
。
そ
し
て
こ
の
期
間
を
終
え
て
、
冬
至
か
ら
百
七
日
目
の
清
明
に
は
禁
火
を
解
く
。
唐
代
の
詩
文
に
よ
れ
ば
、
寒
食
の
頃
、
人
々
に
は
休
暇
が
与
え
ら
れ
、
展
墓
・
踏
青
（
野
遊
）・
闘
鶏
・
打
毬
（
ポ
ロ
）・
鞦
韆
（
ブ
ラ
ン
コ
）・
蹴
鞠
・
宴
会
な
ど
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
特
に
白
居
易
は
こ
の
期
間
に
お
け
る
詩
が
多
く
、
平
安
時
代
の
詩
人
ら
も
こ
れ
に
注
目
し
た
と
思
わ
れ
る
。
菅
家
廊
下
で
行
事
を
催
し
詩
を
詠
じ
る
の
も
故
な
し
と
し
な
い
。
た
だ
、
行
事
の
中
心
で
あ
る
は
ず
の
禁
火
が
記
録
類
に
は
存
在
し
な
い
。
踏
青
・
闘
鶏
・
宴
会
な
ど
は
し
て
い
た
だ
ろ
う
が
、
こ
の
行
事
の
趣
旨
を
切
り
捨
て
た
形
で
の
実
施
で
あ
る
。
気
候
風
土
は
中
国
と
は
異
な
り
、元
来
こ
の
行
事
を
す
る
素
地
が
日
本
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
。
寒
食
の
意
義
は
ほ
と
ん
ど
認
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
れ
で
も
菅
原
氏
が
行
事
と
し
た
の
は
、
ひ
と
え
に
白
詩
の
影
響
力
の
大
き
さ
に
よ
る
と
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
か
な
り
の
数
に
上
る
白
氏
文
集
の
寒
食
の
詩
は
、
平
安
人
士
の
詩
心
を
い
た
く
刺
激
し
た
の
で
あ
る
。
是
善
・
道
真
時
代
の
寒
食
の
詩
は
、
あ
ま
り
残
っ
て
い
な
い
。
そ
の
詩
題
を
す
べ
て
挙
げ
る
。
１
、
寒
食
宴
、
同
賦
二
神
霊
不
一レ
聴
レ
挙
レ
火
（
擲
金
抄
下
・
絶
句
部
・
天
時
、
菅
相
公
是
善
（
２
）
）
２
、
寒
食
踏
青
行
。
得
レ
遊
（
田
氏
家
集
巻
之
上
）
３
、
菅
家
寒
食
第
三
晨
宴
遇
レ
雨
。
同
賦
二
煙
字
一
（
同
巻
之
下
）
４
、
菅
家
寒
食
、
賦
三
花
発
満
二
皇
州
一
（
同
巻
之
下
）
５
、
陪
二
寒
食
宴
一、
雨
中
即
事
、
各
分
二
一
字
一。
得
レ
朝
（
菅
家
文
草
巻
一
。
貞
観
十
八
六
六
年
の
作
）
６
、
寒
食
日
、
花
亭
宴
、
同
賦
二
介
山
古
意
一、
各
分
二
一
字
一。
探
得
二
交
字
一
（
同
巻
六
。
昌
泰
二
八
九
九
年
の
作
）
い
ず
れ
も
宴
に
お
け
る
詩
で
あ
る
。
２
に
は
宴
で
の
作
か
否
か
の
断
わ
り
が
な
い
が
、
得
レ
遊
と
詩
人
に
そ
れ
ぞ
れ
韻
を
割
り
当
て
た
こ
と
を
記
し
─ ─
て
い
る
の
で
、
こ
れ
も
宴
で
の
詩
で
あ
る
。
田
氏
家
集
の
詩
題
３
・
４
に
は
菅
家
と
詩
宴
の
行
わ
れ
た
場
所
を
示
し
て
い
る
。
２
に
は
そ
れ
が
な
い
が
、
作
者
の
島
田
忠
臣
は
是
善
の
門
人
で
あ
る
の
で
、
こ
れ
も
菅
家
の
宴
で
の
作
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
１
６
に
よ
れ
ば
、
寒
食
の
詩
は
宴
に
お
い
て
詠
む
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
六
朝
や
唐
の
詩
に
多
い
独
詠
は
見
ら
れ
な
い
（
３
）。
１
６
の
う
ち
、
５
は
貞
観
十
年
の
作
で
あ
り
、
３
は
こ
れ
と
同
時
に
詠
ん
だ
か
と
す
る
推
測
が
あ
る
（
４
）。
１
は
是
善
の
作
と
み
た
の
で
、
そ
の
没
す
る
元
慶
四
（
八
八
）
年
ま
で
に
詠
じ
た
こ
と
に
な
る
。
２
・
４
は
詠
作
年
次
不
明
。
６
は
昌
泰
二
年
の
作
。
是
善
没
後
の
作
で
あ
る
こ
と
が
確
実
な
の
は
、
６
の
み
で
あ
る
。
菅
家
に
お
い
て
寒
食
の
行
事
が
、
毎
年
実
施
さ
れ
た
か
否
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
門
弟
ら
を
集
め
て
詩
作
の
技
量
を
競
わ
せ
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
継
続
し
て
催
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
道
真
は
是
善
が
主
催
し
て
い
た
こ
の
行
事
を
受
け
継
い
だ
こ
と
に
な
る
。
日
本
に
お
け
る
寒
食
の
宴
が
い
つ
始
ま
っ
た
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
経
国
集
（
巻
十
一
）
に
は
、
嵯
峨
上
皇
の
雑
言
鞦
韆
篇
と
こ
れ
に
唱
和
し
た
滋
野
貞
主
の
雑
言
奉
レ
和
二
鞦
韆
篇
一
が
あ
る
。
両
詩
は
、
正
是
寒
食
節
、
共
憐
鞦
韆
好
（
嵯
峨
）・
寒
食
節
、
周
旧
制
鞦
韆
好
樹
一
園
春
（
貞
主
）
と
、
寒
食
を
代
表
す
る
風
物
の
一
つ
で
あ
る
鞦
韆
を
詠
ん
で
い
る
。
ま
た
、
此
節
猶
伝
二
禁
火
一、
遂
無
レ
燈
月
為
レ
燈
（
嵯
峨
）・
禁
火
余
風
猶
不
レ
廃
（
貞
主
）
は
禁
火
を
描
き
、
昨
日
烟
林
採
人
（
貞
主
）
は
、
野
に
出
て
若
草
を
踏
ん
で
遊
ぶ
、
踏
青
を
詠
み
込
ん
で
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
と
も
に
鞦
韆
を
中
心
と
し
た
寒
食
の
風
習
を
詠
じ
て
い
る
。
二
人
の
詩
が
宴
に
お
け
る
も
の
か
、
中
国
の
詩
に
つ
い
て
の
造
詣
が
深
い
両
者
が
、
た
ま
た
ま
興
に
乗
じ
て
詠
ん
だ
の
か
は
分
か
ら
な
い
。
そ
れ
に
弘
仁
天
長
期
に
寒
食
の
行
事
が
行
わ
れ
た
と
記
す
資
料
は
、
こ
の
二
首
以
外
に
は
な
く
、
実
態
は
知
り
が
た
い
。今
は
何
ら
か
の
催
し
が
な
け
れ
ば
詩
に
は
詠
ま
な
い
と
見
て
、
詩
の
中
だ
け
の
こ
と
で
は
な
か
っ
た
と
推
測
し
て
お
く
。
経
国
集
は
天
長
四
（
八
二
七
）
年
の
成
立
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
ま
で
に
は
寒
食
の
行
事
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
で
は
菅
原
氏
の
寒
食
の
宴
は
い
つ
頃
始
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
鞦
韆
篇
二
首
が
詠
ま
れ
た
時
期
に
は
、
菅
原
清
公
が
い
る
。
道
真
の
祖
父
清
公
は
学
問
の
家
柄
を
確
立
し
た
人
物
で
あ
り
、
当
時
有
数
の
詩
人
で
も
あ
る
（
５
）。
鞦
韆
篇
が
寒
食
の
詩
宴
で
詠
じ
ら
れ
、
清
公
が
参
加
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
こ
の
経
験
を
き
っ
か
け
に
自
家
で
の
宴
を
企
図
す
る
可
能
性
は
あ
る
。
日
頃
親
し
ん
で
い
た
六
朝
・
唐
の
詩
や
類
書
の
知
識
か
ら
、
思
い
つ
い
た
と
し
て
も
お
か
し
く
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
は
推
測
に
留
ま
る
。
寒
食
を
よ
り
強
く
平
安
時
代
の
詩
人
に
印
象
づ
け
た
の
は
、
白
居
易
で
あ
っ
た
。
清
公
の
最
晩
年
お
よ
び
亡
く
な
っ
た
頃
で
あ
る
承
和
年
間
に
、
ま
と
ま
っ
て
伝
来
し
た
白
氏
文
集
に
は
、
多
く
の
寒
食
・
清
明
の
詩
が
収
載
さ
れ
て
お
り
（
６
）、
こ
れ
に
刺
激
を
受
け
た
詩
人
は
か
な
り
い
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
一
人
が
是
善
だ
と
す
れ
ば
、
菅
家
廊
下
に
寒
食
の
詩
宴
を
取
り
入
れ
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
鞦
韆
篇
に
接
し
た
可
能
性
の
あ
る
清
公
、
存
分
に
白
詩
を
享
受
し
う
る
時
代
に
い
た
是
善
、ど
ち
ら
が
寒
食
の
宴
を
始
め
た
か
は
分
か
ら
な
い
。
そ
れ
は
と
も
か
く
是
善
は
こ
の
詩
宴
に
よ
っ
て
門
人
を
育
成
し
、
そ
の
営
み
を
道
真
に
委
ね
て
い
る
。
道
真
は
安
ん
じ
て
宴
の
開
催
を
引
き
継
い
だ
で
あ
─ ─
ろ
う
。
三
平
安
時
代
に
お
け
る
八
月
十
五
夜
の
宴
は
、
中
唐
の
詩
人
白
居
易
・
劉
禹
錫
・
元
ら
が
詠
ん
だ
、
十
五
夜
の
月
を
愛
で
る
詩
に
触
発
さ
れ
て
始
ま
っ
た
。
と
り
わ
け
白
氏
文
集
に
載
せ
て
い
る
十
五
夜
の
詩
は
、
強
い
影
響
を
与
え
て
い
る
。
こ
の
日
の
詩
宴
を
始
め
た
の
は
詩
人
で
あ
り
、
し
か
も
菅
原
氏
で
あ
っ
た
。
道
真
は
後
年
、
菅
家
故
事
世
人
知
、
翫
レ
月
今
為
二
忌
月
期
一
（
菅
家
文
草
巻
四
、
八
月
十
五
日
夜
、
思
レ
旧
有
レ
感
。
寛
平
元
八
八
九
年
讃
岐
国
で
の
作
）
と
こ
の
詩
宴
を
菅
家
の
故
事
と
誇
ら
し
げ
に
呼
び
、
世
間
に
知
ら
れ
て
い
た
と
も
述
べ
て
い
る
。
菅
家
は
い
ち
早
く
白
詩
を
享
受
し
、
宴
を
生
み
出
し
た
の
で
あ
る
（
７
）。
是
善
・
道
真
時
代
の
十
五
夜
の
宴
に
お
け
る
詩
は
次
の
と
お
り
。
１
、
八
月
十
五
夜
、
厳
閤
尚
書
、
授
二
後
漢
書
一
畢
。
各
詠
レ
史
、
得
二
黄
憲
一。
序
（
菅
家
文
草
巻
一
。
貞
観
六
八
六
四
年
の
作
。
厳
閤
尚
書
は
是
善
）
２
、
八
月
十
五
夜
、
月
亭
遇
レ
雨
待
レ
月
。
探
レ
韻
得
レ
无
（
同
巻
一
）
３
、
戊
子
之
歳
、
八
月
十
五
日
夜
、
陪
二
月
台
一、
各
分
二
一
字
一。
探
得
レ
登
（
同
巻
一
。
貞
観
十
年
の
作
）
４
、
八
月
十
五
夕
待
レ
月
。
席
上
各
分
二
一
字
一。
得
レ
疎
（
同
巻
一
）
５
、
八
月
十
五
夜
、
月
前
話
レ
旧
、
各
分
二
一
字
一。
探
得
レ
心
（
同
巻
一
）
６
、
仲
秋
翫
レ
月
之
遊
、
避
二
家
忌
一
以
長
廃
（
同
巻
二
、
同
二
諸
才
子
一、
九
月
卅
日
、
白
菊
叢
辺
命
レ
飲
。
同
勒
二
虚
余
魚
一、
各
分
二
一
字
一。
不
レ
過
二
五
十
字
一
。
元
慶
七
八
八
三
年
の
作
）
７
、
八
月
十
五
日
夜
、
思
レ
旧
有
レ
感
（
同
巻
四
、
寛
平
元
年
の
作
）
８
、
八
月
十
五
夜
、
同
賦
二
秋
月
如
一レ
珪
、
応
レ
製
。
探
得
レ
門
（
同
巻
六
。
寛
平
九
年
の
作
）
９
、
八
月
十
五
夜
宴
レ
月
（
田
氏
家
集
巻
之
上
）
、
八
月
十
五
夜
惜
レ
月
（
同
巻
之
上
）
、
八
月
十
五
夜
宴
、
各
言
レ
志
。
探
二
一
字
一
得
レ
亭
（
同
巻
之
下
）
、
八
月
十
五
夜
、
陪
二
菅
師
匠
望
月
亭
一、
同
賦
三
桂
生
二
三
五
夕
一
（
本
朝
文
粋
巻
八
、
紀
長
谷
雄
）
１
は
、
後
漢
書
講
書
の
竟
宴
を
主
と
す
る
催
し
で
あ
り
、
作
る
の
は
詠
史
詩
な
の
で
あ
る
が
、
満
月
光
暉
、
咸
陳
二
中
庭
之
玉
帛
一
と
明
月
の
賞
翫
も
兼
ね
て
い
た
。
八
月
十
五
夜
に
こ
の
企
画
を
持
っ
て
き
た
の
は
、
是
善
の
創
意
に
よ
る
の
だ
ろ
う
。
２
月
亭
・
３
月
台
・
望
月
亭
お
よ
び
東
向
疎
窓
望
レ
月
亭
（
文
草
巻
二
、
小
廊
新
成
、
聊
以
題
レ
壁
）
は
、
十
五
夜
の
月
を
眺
め
る
た
め
の
建
物
で
あ
る
。
ほ
か
に
は
な
い
菅
家
廊
下
の
独
自
性
が
遺
憾
な
く
発
揮
さ
れ
て
い
る
。
早
く
貞
観
年
間
に
詠
じ
ら
れ
た
詩
に
見
え
る
の
で
、
建
て
た
の
は
そ
の
頃
の
主
人
是
善
と
見
て
よ
い
。
寒
食
と
同
様
八
月
十
五
日
に
も
門
人
た
ち
が
集
ま
っ
て
詩
作
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
で
、
教
育
の
一
環
と
し
て
詩
宴
が
機
能
し
て
い
る
の
だ
が
、
そ
れ
だ
け
に
は
留
ま
ら
な
い
、
是
善
の
明
月
賞
翫
へ
の
傾
倒
が
よ
く
窺
え
る
。
逆
に
十
五
夜
の
月
へ
の
愛
着
が
、
門
弟
が
集
い
詩
を
詠
む
原
動
力
と
な
っ
た
と
も
言
え
よ
う
。
１
５
は
、
菅
家
文
草
の
配
列
か
ら
、
貞
観
年
間
の
作
で
あ
る
こ
と
─ ─
が
分
か
る
。
こ
の
間
行
事
を
主
導
し
た
の
は
是
善
で
あ
る
。
道
真
に
と
っ
て
は
、
文
章
生
・
文
章
得
業
生
か
ら
対
策
及
第
を
経
て
文
人
官
吏
と
し
て
歩
き
出
し
、
文
章
博
士
に
ま
で
到
る
時
期
で
あ
る
。
詩
文
の
力
も
着
実
に
蓄
え
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
文
人
と
し
て
の
実
力
を
認
め
ら
れ
、
種
々
の
文
章
創
作
を
依
頼
さ
れ
て
い
た
頃
で
も
あ
る
。
学
問
の
家
柄
を
継
承
す
る
若
者
へ
の
期
待
は
大
き
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
も
３
陪
二
月
台
一
と
あ
る
よ
う
に
、
陪
席
の
立
場
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。門
弟
た
ち
と
と
も
に
詩
作
に
励
む
の
が
、
こ
の
宴
で
の
勤
め
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
貞
観
年
間
は
、
菅
家
廊
下
の
主
人
で
あ
る
是
善
が
行
事
の
中
心
で
あ
っ
た
。
承
和
年
間
に
白
詩
が
大
量
に
将
来
さ
れ
、
以
後
そ
の
幅
広
い
享
受
が
始
ま
る
の
で
、
菅
原
氏
の
八
月
十
五
夜
の
宴
を
創
始
し
た
の
は
、
時
期
か
ら
言
っ
て
是
善
で
あ
ろ
う
。
承
和
九
（
八
四
二
）
年
に
没
し
た
清
公
が
始
め
る
可
能
性
は
ま
ず
な
い
。
右
に
述
べ
た
こ
の
行
事
へ
の
熱
の
入
れ
よ
う
も
、
発
意
し
創
始
し
た
是
善
な
ら
で
は
な
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
た
だ
、
い
か
に
も
菅
家
ら
し
い
催
し
で
あ
る
十
五
夜
の
宴
も
、
や
が
て
終
焉
の
時
を
迎
え
る
。
元
慶
四
年
八
月
三
十
日
に
是
善
が
逝
去
し
た
（
三
代
実
録
）
た
め
に
、
八
月
は
忌
み
月
と
な
り
行
事
な
ど
は
停
廃
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
６
仲
秋
翫
レ
月
之
遊
、
避
二
家
忌
一
以
長
廃
は
、
三
年
後
道
真
が
ふ
り
か
え
っ
て
記
し
た
文
章
で
あ
る
。
是
善
が
始
め
た
行
事
な
の
で
あ
る
が
、
皮
肉
な
こ
と
に
自
ら
終
止
符
を
打
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
宴
を
停
廃
し
た
年
次
が
分
か
る
と
、
次
の
推
測
が
可
能
と
な
る
。
９
は
、
お
そ
ら
く
菅
家
廊
下
で
の
詩
で
あ
ろ
う
。
他
の
場
所
で
詠
じ
た
の
で
あ
れ
ば
、
島
田
忠
臣
が
地
方
へ
赴
任
し
た
時
期
も
し
く
は
是
善
没
後
に
詠
ん
だ
こ
と
に
な
る
が
、
確
か
め
ら
れ
な
い
。
は
、
長
谷
雄
が
入
門
し
た
と
考
え
ら
れ
る
元
慶
元
年
か
ら
同
四
年
ま
で
に
詠
じ
た
こ
と
に
な
る
。
少
な
く
と
も
道
真
が
菅
家
廊
下
を
主
宰
す
る
間
、
八
月
十
五
夜
の
宴
の
復
活
は
あ
り
え
な
い
。
門
人
た
ち
も
先
師
を
悼
む
気
持
か
ら
、
独
自
に
開
い
た
り
は
し
な
い
と
思
わ
れ
る
。
他
家
も
、
こ
の
宴
が
７
菅
家
故
事
世
人
知
と
世
間
が
認
め
て
い
る
こ
と
を
、
承
知
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
か
ら
、
実
施
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
儒
者
が
学
閥
を
作
っ
て
、
厳
し
い
抗
争
を
繰
り
広
げ
て
い
た
時
代
に
、
す
で
に
廃
止
し
て
い
た
と
は
言
え
、
他
氏
の
行
事
に
倣
う
よ
う
な
見
識
は
、
誰
も
持
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
三
善
清
行
（
八
四
七
九
一
七
）
に
は
、
八
月
十
五
夜
、
同
賦
二
映
レ
池
秋
月
明
一
序
（
本
朝
文
粋
巻
八
）
が
あ
る
が
、
道
真
に
強
い
対
抗
意
識
を
抱
い
て
い
た
こ
と
か
ら
す
る
と
、
菅
家
の
宴
へ
の
参
加
を
潔
し
と
は
し
な
い
。
こ
の
詩
序
は
他
家
で
行
わ
れ
た
宴
で
の
作
だ
ろ
う
。
そ
の
宴
は
、
是
善
没
後
か
な
り
の
歳
月
を
経
た
時
点
で
開
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
お
そ
ら
く
十
五
夜
の
宴
が
宮
廷
で
催
さ
れ
て
か
ら
だ
ろ
う
。
し
か
も
菅
原
氏
一
族
の
四
散
、
道
真
の
没
後
で
あ
る
よ
う
に
思
う
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
菅
家
の
色
に
染
ま
っ
た
こ
の
行
事
を
催
す
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
菅
原
氏
の
行
事
で
あ
っ
た
八
月
十
五
夜
の
宴
は
、
寛
平
九
（
八
九
七
）
年
閏
八
月
に
宮
廷
に
お
い
て
復
活
を
遂
げ
る
。
是
善
が
没
し
て
十
七
年
を
経
て
い
る
。
醍
醐
天
皇
の
治
世
下
に
あ
っ
て
、
道
真
は
政
界
で
重
き
を
な
し
て
お
り
、
こ
の
年
の
六
月
に
は
権
大
納
言
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
。
宮
廷
で
の
十
五
夜
の
宴
開
催
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
道
真
重
用
の
表
れ
で
あ
る
。
天
皇
の
意
向
に
よ
る
の
か
、
道
真
の
提
案
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
の
か
、
ど
ち
ら
と
も
言
─ ─
え
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
７
菅
家
の
故
事
が
公
の
場
に
持
ち
込
ま
れ
る
と
い
う
事
態
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。当
時
白
詩
愛
好
が
風
潮
と
し
て
あ
り
、
そ
の
絶
大
な
影
響
を
蒙
っ
て
い
た
背
景
を
勘
案
す
る
に
せ
よ
、
あ
る
一
族
を
中
心
と
す
る
文
人
た
ち
の
私
的
な
宴
が
、
公
宴
に
ま
で
な
る
と
い
う
の
は
異
例
で
あ
る
。
道
真
は
こ
の
時
の
詩
８
八
月
十
五
夜
、
同
賦
二
秋
月
如
一レ
珪
、
応
レ
製
を
菅
家
文
草
に
書
き
留
め
て
い
る
。
自
家
の
行
事
が
公
宴
の
形
を
と
っ
て
復
活
し
た
こ
と
を
、
誇
り
を
持
っ
て
収
載
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
八
月
十
五
夜
の
宴
は
、
白
詩
が
文
学
の
み
な
ら
ず
文
化
の
あ
ら
ゆ
る
部
面
に
浸
透
し
て
行
く
時
代
に
あ
っ
て
、
是
善
が
始
め
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
早
晩
定
着
す
る
は
ず
の
も
の
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
そ
れ
で
も
是
善
の
眼
の
付
け
所
は
的
確
で
あ
っ
た
。
文
人
た
ち
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
こ
と
を
見
越
し
て
の
企
画
で
あ
っ
た
ろ
う
。
十
五
夜
の
明
月
と
い
う
従
前
に
は
な
い
詩
の
題
材
を
、
い
ち
早
く
活
用
す
る
手
腕
は
評
価
し
て
よ
い
。
こ
の
宴
が
宮
廷
で
行
わ
れ
る
に
つ
い
て
は
、
道
真
の
関
与
が
あ
ろ
う
が
、
当
時
の
好
尚
の
し
か
ら
し
む
る
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。
そ
こ
ま
で
時
代
の
流
れ
を
読
ん
で
い
た
と
は
言
え
な
い
か
も
知
れ
な
い
し
、
当
人
の
思
い
及
ば
ぬ
こ
と
だ
っ
た
ろ
う
が
、
是
善
の
発
想
は
文
化
を
も
動
か
し
た
の
で
あ
る
。
四
菅
家
廊
下
の
八
月
十
五
夜
の
宴
は
、
元
慶
四
（
八
八
）
年
八
月
三
十
日
の
是
善
の
薨
去
に
よ
っ
て
幕
を
閉
じ
た
。
家
忌
の
た
め
に
八
月
の
行
事
は
廃
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の
状
態
は
し
ば
ら
く
続
き
、
門
人
た
ち
に
研
鑽
の
た
め
に
提
供
し
て
い
た
賦
詩
の
場
の
一
つ
は
な
く
な
っ
て
い
た
。
官
吏
を
養
成
す
る
た
め
の
私
塾
に
と
っ
て
、修
練
の
機
会
が
失
わ
れ
る
の
は
痛
手
で
あ
る
。
是
善
の
後
を
継
い
だ
道
真
は
、
こ
の
空
白
を
埋
め
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
一
方
勉
学
に
い
そ
し
む
門
弟
ら
は
、
何
ら
か
の
処
置
が
講
じ
ら
れ
る
よ
う
に
願
っ
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
こ
で
道
真
が
案
出
し
た
の
が
、
九
月
尽
日
の
宴
で
あ
る
。
仲
秋
翫
レ
月
之
遊
、
避
二
家
忌
一
以
長
廃
、
九
日
吹
レ
花
之
飲
、
就
二
公
宴
一
而
未
レ
遑
。
蓋
白
菊
孤
叢
、
金
風
半
夜
（
菅
家
文
草
巻
二
、
同
二
諸
才
子
一、
九
月
卅
日
、
白
菊
叢
辺
命
レ
飲
）
八
月
十
五
夜
の
宴
は
家
忌
の
た
め
に
廃
止
し
、
重
陽
の
日
に
は
宮
廷
の
宴
に
参
加
す
る
た
め
に
多
忙
で
あ
る
。
そ
こ
で
九
月
尽
日
に
、
菅
家
廊
下
の
才
子
と
と
も
に
宴
を
催
す
の
だ
と
い
う
（
８
）。
元
慶
七
年
の
こ
と
で
あ
る
。
諸
般
の
事
情
に
よ
っ
て
こ
の
日
が
選
ば
れ
た
の
で
あ
る
が
、
詩
作
の
面
に
お
い
て
は
題
材
と
な
る
上
で
の
背
景
が
あ
る
。
詩
人
た
ち
に
は
、
三
月
尽
日
の
詩
が
ま
ず
あ
っ
た
。
道
真
時
代
の
例
を
挙
げ
る
。
１
、
春
送
二
客
行
一
客
送
レ
春
…
花
為
レ
随
レ
時
余
色
尽
…
風
光
今
日
東
帰
去
（
菅
家
文
草
巻
三
、
中
途
送
レ
春
。
仁
和
二
八
八
六
年
の
作
）
２
、
就
レ
中
春
尽
涙
難
レ
禁
。
去
年
馬
上
行
相
送
…
花
鳥
従
レ
迎
二
朱
景
一
老
（
同
巻
三
、
春
尽
。
同
三
年
の
作
）
３
、
計
二
四
年
春
一
残
日
四
、
逢
二
三
月
尽
一
客
居
三
…
好
去
鶯
花
今
已
後
（
同
巻
四
、
四
年
三
月
廿
六
日
作
。
同
四
年
の
作
）
４
、
鶯
収
二
好
語
一
樹
凋
粧
、
向
レ
老
驚
傷
過
二
歳
芳
一
…
莫
三
肯
出
レ
郊
相
二
送
去
一
（
田
氏
家
集
巻
之
上
、
三
月
晦
日
、
送
レ
春
感
題
）
─ ─
い
ず
れ
も
去
り
行
く
春
を
、
惜
し
み
か
つ
送
る
風
情
を
詠
じ
て
い
る
。
３
だ
け
は
三
月
二
十
六
日
の
時
点
で
、
間
も
な
く
三
月
尽
日
を
迎
え
る
と
言
い
、
他
は
三
月
末
日
に
詠
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
が
詩
語
・
表
現
・
詩
心
に
到
る
ま
で
白
詩
の
影
響
下
に
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に
指
摘
が
あ
る
（
９
）。
さ
ら
に
三
月
尽
日
の
詩
趣
を
応
用
し
て
、
日
本
に
お
け
る
九
月
尽
日
の
詩
が
で
き
る
の
で
あ
る
（
）。
４
は
詠
作
年
次
不
明
で
あ
る
が
、
１
３
は
、
道
真
の
讃
岐
守
赴
任
途
上
お
よ
び
在
任
中
の
三
年
間
に
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
こ
の
三
箇
年
は
、
九
月
尽
日
の
宴
を
催
し
た
元
慶
七
年
よ
り
後
で
あ
る
。
菅
家
廊
下
の
創
始
し
た
こ
の
宴
は
、
白
居
易
の
詩
に
見
え
る
惜
春
の
情
を
ま
ず
享
受
玩
味
し
、
こ
れ
を
九
月
尽
日
に
置
き
換
え
る
趣
向
が
な
け
れ
ば
生
ま
れ
て
来
な
い
。
し
た
が
っ
て
元
慶
七
年
以
前
に
、
道
真
が
白
詩
の
三
月
尽
日
の
詩
を
熟
知
し
受
容
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
菅
家
一
門
の
共
有
す
る
知
識
で
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
島
田
忠
臣
の
詠
は
そ
れ
が
形
と
な
っ
て
現
れ
た
と
見
て
よ
い
。
お
そ
ら
く
菅
家
廊
下
に
は
、
三
月
尽
日
の
詩
を
応
用
し
た
新
た
な
催
し
で
あ
る
九
月
尽
日
の
宴
を
行
う
素
地
は
、
培
わ
れ
て
い
た
だ
ろ
う
。
一
門
は
自
然
に
宴
を
受
け
入
れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
詩
趣
の
理
解
も
た
や
す
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
に
至
る
ま
で
の
機
運
や
背
景
を
醸
成
し
た
の
は
、
是
善
や
道
真
で
あ
ろ
う
。
是
善
が
没
し
て
わ
ず
か
三
年
後
に
始
め
た
九
月
尽
日
の
宴
は
、
道
真
の
独
創
と
は
必
ず
し
も
言
い
切
れ
ず
、
父
の
余
蘊
を
継
承
し
た
側
面
も
あ
る
だ
ろ
う
。
白
詩
の
模
倣
か
ら
抜
け
出
て
独
自
の
展
開
へ
向
か
う
の
は
、
も
と
よ
り
道
真
の
発
案
で
あ
る
が
、
こ
の
風
趣
は
是
善
の
生
前
に
萌
し
て
い
た
と
見
る
の
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
さ
き
に
述
べ
た
、
菅
家
の
年
中
行
事
を
築
き
上
げ
る
是
善
の
姿
に
も
と
づ
く
推
測
で
あ
る
。
道
真
が
讃
岐
守
の
任
を
終
え
て
都
に
戻
っ
た
年
か
ら
、
九
月
尽
日
の
宴
は
急
転
回
す
る
。
ま
ず
、
寛
平
二
（
八
九
）
年
閏
九
月
二
十
九
日
に
は
、
宇
多
天
皇
の
も
と
で
密
宴
が
あ
っ
た
（
菅
家
文
草
巻
五
、
閏
九
月
尽
、
燈
下
即
事
。
応
レ
製
）。
小
規
模
な
が
ら
天
皇
膝
下
の
催
し
で
あ
る
。
開
催
に
当
た
っ
て
、
道
真
は
指
導
す
る
立
場
に
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
宴
の
生
ま
れ
る
経
緯
や
詩
情
を
解
説
し
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
の
役
割
の
大
き
さ
が
想
像
で
き
よ
う
。
つ
づ
い
て
、
暮
秋
賦
二
秋
尽
翫
一レ
菊
。
応
レ
令
。
序
（
同
巻
五
）
九
月
尽
日
、
題
二
残
菊
一。
応
二
大
上
皇
製
一。
同
勒
二
寒
残
看
闌
一
（
同
巻
六
）
と
、
寛
平
六
年
に
は
東
宮
敦
仁
親
王
（
後
の
醍
醐
天
皇
）
の
、
昌
泰
二
（
八
九
九
）
年
に
は
宇
多
上
皇
の
も
と
で
九
月
尽
日
の
宴
を
行
っ
て
い
る
。
こ
う
し
て
こ
の
宴
は
、
宮
廷
に
お
け
る
地
歩
を
次
第
に
固
め
て
行
く
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
道
真
左
遷
後
で
は
あ
る
が
、
延
喜
二
（
九
二
）
年
九
月
二
十
八
日
に
は
、
於
二
御
殿
一、
有
二
九
月
尽
宴
一。
以
三
九
月
尽
惜
二
残
菊
一
為
レ
題
。
左
大
臣
以
下
陪
レ
座
、
奏
二
糸
竹
一
（
日
本
紀
略
。
こ
の
時
の
紀
長
谷
雄
の
詩
序
が
本
朝
文
粋
巻
十
一
に
あ
る
）
と
、
公
宴
と
し
て
の
格
を
備
え
定
着
す
る
に
到
る
。
一
氏
族
の
宴
が
公
の
場
に
取
り
入
れ
ら
れ
る
例
は
、
す
で
に
八
月
十
五
夜
の
宴
に
見
た
。
通
常
で
は
考
え
に
く
い
採
用
の
あ
り
方
は
、
道
真
が
宇
多
天
皇
の
信
任
を
得
、
政
界
で
の
実
力
を
蓄
え
て
行
く
こ
と
が
背
景
の
一
つ
に
あ
る
。
朝
廷
に
お
け
る
発
言
権
を
身
に
付
け
る
と
と
も
に
、
宮
廷
行
事
へ
の
提
言
は
徐
々
に
容
認
さ
れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
ま
た
、
施
策
の
一
環
で
も
あ
っ
た
ろ
う
が
、
天
皇
の
風
流
韻
事
へ
の
強
い
関
心
が
開
催
へ
と
導
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
白
詩
の
浸
透
と
い
う
風
潮
も
、
後
押
─ ─
し
し
て
い
た
に
違
い
な
い
。
道
真
は
時
代
の
趨
勢
や
人
々
の
興
味
を
読
み
取
り
つ
つ
、
巧
み
に
自
家
の
顕
彰
や
自
己
主
張
を
繰
り
広
げ
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
是
善
に
は
な
か
っ
た
才
能
で
あ
る
。
五
菅
家
廊
下
で
九
月
尽
日
の
宴
を
創
始
し
た
元
慶
七
（
八
八
三
）
年
は
、
道
真
に
と
っ
て
苦
労
の
時
期
で
あ
っ
た
。
父
是
善
は
す
で
に
な
く
、
一
人
で
一
門
を
率
い
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
か
、
文
人
官
僚
の
要
で
あ
る
文
章
博
士
と
し
て
忍
耐
を
強
い
ら
れ
る
立
場
に
あ
っ
た
。
元
慶
六
年
頃
の
作
と
思
わ
れ
る
博
士
難
（
巻
二
）
に
、
同
元
年
に
文
章
博
士
に
任
じ
ら
れ
て
皆
か
ら
祝
福
を
受
け
た
中
、
父
だ
け
は
次
の
よ
う
に
語
っ
た
と
述
懐
す
る
。
曰
悲
二
汝
孤
一。
博
士
官
非
レ
賤
、
博
士
禄
非
レ
軽
。
吾
先
経
二
此
職
一、
慎
之
畏
二
人
情
一。
道
真
が
一
人
っ
子
で
あ
る
の
を
悲
し
む
と
と
も
に
、
官
人
と
し
て
の
文
章
博
士
の
重
み
を
考
え
て
、
慎
み
あ
る
行
動
を
取
れ
と
教
誨
を
垂
れ
た
と
い
う
。
こ
の
職
に
あ
る
こ
と
の
難
し
さ
を
知
る
故
の
言
葉
で
あ
る
。
父
の
危
惧
し
た
と
お
り
、
道
真
の
歩
み
は
平
坦
で
は
な
か
っ
た
。
詩
は
次
の
よ
う
に
続
く
。
始
自
レ
聞
二
慈
誨
一、
履
レ
氷
不
二
安
行
一。
四
年
有
二
朝
議
一、
令
三
我
授
二
諸
生
一。
南
面
纔
三
日
、
耳
聞
二
誹
謗
声
一。
今
年
修
二
挙
牒
一、
取
捨
甚
分
明
。
無
レ
才
先
捨
者
、
讒
口
訴
二
虚
名
一。
教
授
我
無
レ
失
、
選
挙
我
有
レ
平
。
同
四
年
に
大
学
寮
の
学
生
を
教
授
す
る
や
、
三
日
で
誹
謗
の
声
が
聞
こ
え
、
今
年
文
章
生
か
ら
文
章
得
業
生
を
推
挙
す
る
牒
状
を
出
す
や
、不
合
格
者
は
、
文
章
博
士
と
は
名
ば
か
り
で
識
見
が
な
い
と
訴
え
た
の
で
あ
る
。
教
授
に
過
失
な
く
、
推
薦
が
公
平
で
あ
っ
て
も
、
讒
言
を
蒙
っ
た
の
で
あ
る
。
容
赦
な
い
非
難
中
傷
は
、
以
後
も
相
次
い
で
降
り
か
か
っ
て
く
る
。
儒
官
の
中
心
に
位
置
す
る
者
が
味
わ
う
苦
難
と
そ
の
苦
衷
は
、
有
所
思
詩
情
怨
古
調
十
韻
、
呈
二
菅
著
作
一、
兼
視
二
紀
秀
才
一
余
近
叙
二
詩
情
怨
一
篇
一、
呈
二
菅
十
一
著
作
郎
一。
長
句
二
首
、
偶
然
見
レ
。
更
依
二
本
韻
一、
重
答
以
謝
予
作
二
詩
情
怨
一
之
後
、
再
得
二
菅
著
作
長
句
二
篇
一。
解
二
釈
予
憤
一、
安
二
慰
予
愁
一。
憤
釈
愁
慰
、
朗
然
如
レ
醒
。
予
重
抒
二
蕪
詞
一、
謝
二
其
得
意
一
（
以
上
菅
家
文
草
巻
二
）
鴻
臚
贈
答
詩
序
（
同
巻
七
）
に
詳
し
い
。
当
時
儒
家
は
学
閥
を
作
っ
て
相
争
い
、
誹
謗
中
傷
を
繰
り
返
し
て
い
た
。
い
つ
足
下
を
す
く
わ
れ
る
か
分
か
ら
な
い
厳
し
い
状
況
下
、
文
章
博
士
な
れ
ば
こ
そ
の
気
の
抜
け
な
い
日
々
を
送
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
官
吏
と
し
て
の
職
務
、
菅
家
廊
下
の
経
営
な
ど
、
な
す
べ
き
勤
め
が
多
い
中
、
さ
ま
ざ
ま
な
攻
撃
に
耐
え
ま
た
争
わ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
た
。
憤
慨
し
嘆
傷
し
な
い
で
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
元
慶
年
間
は
、
緊
張
を
強
い
ら
れ
る
苦
労
続
き
の
時
期
で
あ
り
、
中
で
も
そ
の
六
・
七
両
年
に
、
苦
渋
に
満
ち
た
心
情
を
、
右
の
詩
に
託
し
て
い
る
。
詩
に
ぶ
つ
け
る
以
外
、
痛
憤
を
晴
ら
し
、
傷
つ
い
た
心
を
慰
撫
す
る
術
は
な
か
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
こ
う
し
た
辛
い
時
期
を
経
て
、
元
慶
七
年
に
九
月
尽
日
の
宴
創
始
と
な
っ
た
。
是
善
の
逝
去
に
よ
っ
て
停
廃
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
八
月
十
五
夜
の
宴
に
替
わ
る
催
し
で
あ
る
。
門
弟
ら
が
待
望
し
、
周
囲
か
ら
注
目
さ
れ
る
中
で
の
─ ─
新
し
い
試
み
で
あ
る
。
期
待
を
寄
せ
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
批
判
の
種
に
し
よ
う
と
冷
や
や
か
な
目
を
向
け
る
他
家
の
儒
者
も
い
た
で
あ
ろ
う
。
文
人
と
し
て
の
力
量
を
問
わ
れ
る
局
面
で
の
挙
行
だ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
れ
ま
で
誰
も
思
い
つ
か
な
か
っ
た
文
事
に
、
門
人
ら
は
満
足
し
、
鵜
の
目
鷹
の
目
だ
っ
た
人
々
は
驚
い
た
だ
ろ
う
。
白
居
易
の
三
月
尽
日
の
詩
を
応
用
し
た
手
腕
を
示
し
て
、
面
目
を
施
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
父
の
後
を
承
け
て
私
塾
を
運
営
し
、名
実
と
も
に
主
宰
者
に
な
っ
た
と
言
い
う
る
新
事
業
で
あ
る
。
菅
家
廊
下
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
儒
者
・
文
人
た
ち
の
間
で
も
、
道
真
は
そ
の
存
在
の
重
み
を
知
ら
し
め
た
に
違
い
あ
る
ま
い
（
）。面
目
躍
如
と
言
え
よ
う
。
六
菅
原
是
善
は
、
文
章
博
士
・
大
学
頭
や
式
部
大
輔
な
ど
を
勤
め
る
文
人
官
吏
で
あ
り
、
長
く
紀
伝
道
を
歩
み
ま
た
そ
の
中
心
人
物
で
あ
っ
た
。
菅
相
公
集
（
十
巻
）
を
残
す
詩
人
で
も
あ
る
。
そ
れ
に
、
上
卿
良
吏
、
儒
士
詞
人
、
多
是
門
弟
子
也
（
扶
桑
略
記
元
慶
四
年
八
月
卅
日
・
是
善
薨
伝
）
と
、
多
く
の
門
弟
を
世
に
送
り
出
し
た
教
育
者
で
も
あ
っ
た
（
）。
道
真
は
、
政
治
家
と
し
て
の
側
面
を
除
け
ば
お
お
む
ね
父
の
後
を
追
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
。
是
善
は
、
作
品
の
ほ
と
ん
ど
が
失
わ
れ
た
た
め
に
、
そ
の
評
価
や
文
学
史
上
の
位
置
づ
け
が
で
き
な
い
。
そ
れ
に
息
子
の
存
在
が
あ
ま
り
に
大
き
い
た
め
に
、
ど
う
も
影
が
薄
い
。
詳
し
く
は
知
り
得
な
い
が
、
詩
文
の
分
野
で
は
中
心
に
位
置
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
（
）。白
詩
摂
取
に
お
い
て
も
、先
頭
に
立
っ
て
範
を
垂
れ
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
菅
家
廊
下
で
の
寒
食
や
八
月
十
五
夜
の
詩
宴
開
催
は
、
そ
の
明
ら
か
な
例
の
一
つ
の
で
あ
る
。
道
真
は
、
こ
の
二
つ
の
宴
を
受
け
継
ぎ
、
さ
ら
に
展
開
さ
せ
た
と
言
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
九
月
尽
日
の
宴
は
、
是
善
の
築
い
た
基
礎
か
ら
生
み
だ
し
た
も
の
で
あ
る
。
詩
作
に
と
ど
ま
ら
ず
、
新
た
な
文
化
活
動
に
ま
で
広
が
る
営
み
の
始
め
に
立
つ
是
善
は
、
注
目
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
し
、
評
価
さ
れ
る
べ
き
だ
と
思
う
。
そ
し
て
道
真
に
つ
い
て
は
、
そ
の
よ
き
後
継
者
と
し
て
見
直
す
必
要
が
、
こ
れ
か
ら
様
々
な
面
で
出
て
く
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
注
（
１
）
拙
稿
菅
原
氏
と
年
中
行
事
（
神
女
大
国
文
第
十
三
号
）、
菅
原
道
真
と
九
月
尽
日
の
宴
（
和
漢
比
較
文
学
会
編
菅
原
道
真
論
集
所
収
）
参
照
。
（
２
）
菅
相
公
は
是
善
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
前
記
拙
稿
に
お
い
て
述
べ
た
。
な
お
、
１
の
詩
題
は
、
芸
文
類
聚
（
巻
四
・
寒
食
）
の
范
曄
後
漢
書
曰
、
周
挙
遷
二
州
刺
史
一。
太
原
一
郡
旧
俗
、
以
二
介
之
推
焚
骸
一、
有
二
龍
忌
之
禁
一。
至
二
其
月
一、
咸
言
二
神
霊
不
一レ
聴
レ
楽
レ
火
に
よ
る
（
初
学
記
巻
四
・
寒
食
に
も
収
む
）。
（
３
）
１
６
は
す
べ
て
菅
原
氏
の
宴
で
の
作
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
は
当
時
は
寒
食
の
詩
を
、
菅
家
廊
下
に
集
う
人
々
以
外
は
詠
ま
な
か
っ
た
の
か
と
言
う
と
、
そ
う
で
は
な
か
っ
た
ら
し
い
。
菅
家
文
草
（
巻
七
）
洞
中
小
集
序
。
貞
観
九
年
、
依
二
雲
林
院
親
王
命
一
所
レ
製
（
雲
林
院
親
王
は
、
常
康
親
王
）
に
は
、
寒
食
者
悼
レ
亡
之
祭
、
重
陽
者
避
レ
悪
之
術
。
故
本
二
義
幽
閑
一、
寄
二
言
節
候
一
と
あ
り
、
失
意
の
う
ち
に
綿
上
山
で
焼
死
し
た
晉
の
介
之
推
を
祭
る
儀
式
が
行
わ
れ
─ ─
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
言
を
節
候
に
寄
す
は
、
そ
の
折
に
詩
を
詠
ん
で
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
（
４
）
甲
田
利
雄
菅
家
文
草
の
巻
五
の
含
む
問
題
に
つ
い
て
日
本
紀
略
の
誤
謬
及
び
島
田
忠
臣
の
没
年
に
及
ぶ
（
高
橋
隆
三
先
生
喜
寿
記
念
論
集
古
記
録
の
研
究
所
収
）、
蔵
中
ス
ミ
島
田
忠
臣
年
譜
覚
え
書
（
小
島
憲
之
監
修
田
氏
家
集
注
巻
之
上
所
収
）
参
照
。
た
だ
、
５
の
自
注
に
は
各
分
二
一
字
一
得
レ
朝
と
各
詩
人
に
韻
字
が
当
た
っ
た
の
に
対
し
て
、
３
に
は
同
賦
二
煙
字
一
と
参
加
者
全
員
に
煙
の
韻
字
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
韻
字
に
よ
れ
ば
５
と
３
は
同
時
に
詠
ま
れ
た
詩
で
は
な
い
。
（
５
）
滝
川
幸
司
菅
原
清
公
伝
考
（
古
代
中
世
文
学
論
考
第
四
集
、
所
収
）
参
照
。
（
６
）
平
岡
武
夫
白
居
易
と
寒
食
・
清
明
（
白
居
易
生
涯
と
歳
時
記
所
収
）
参
照
。
（
７
）
注（
１
）の
拙
稿
菅
原
氏
と
年
中
行
事
参
照
。
（
８
）
菅
家
廊
下
の
九
月
尽
日
の
宴
に
つ
い
て
は
、
注（
１
）の
拙
稿
二
編
参
照
。
（
９
）
小
島
憲
之
四
季
語
を
通
し
て
尽
日
の
誕
生
（
国
風
暗
黒
時
代
の
文
学
補
篇
所
収
）
参
照
。
（
）
九
月
尽
日
の
詩
は
、
唐
詩
に
す
で
に
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ら
は
、
為
レ
客
無
二
時
了
一、
悲
秋
向
レ
夕
終
…
年
年
小
揺
落
、
不
下
与
二
故
園
一
同
上
（
盛
唐
杜
甫
大
暦
二
年
九
月
三
十
日
）
霜
降
三
旬
後
、
余
一
葉
秋
…
潘
安
過
二
今
夕
一、
休
レ
詠
二
賦
中
愁
一
（
中
唐
元
賦
得
二
九
月
尽
一
秋
字
）
な
ど
の
よ
う
に
、
楚
辞
の
九
弁
や
潘
岳
の
秋
興
賦
（
文
選
巻
十
三
）
に
描
く
秋
の
悲
哀
が
、
こ
の
日
を
も
っ
て
終
わ
る
と
詠
じ
る
の
が
普
通
で
あ
り
、
惜
秋
を
題
材
と
し
た
も
の
は
な
い
。
白
居
易
に
は
九
月
尽
日
の
詩
自
体
が
な
い
。
（
）
注（
１
）の
拙
稿
菅
原
道
真
と
九
月
尽
日
の
宴
に
お
い
て
、
道
真
が
九
月
尽
日
の
宴
を
催
す
た
め
に
、
徐
々
に
準
備
を
進
め
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
述
べ
た
。
菅
家
廊
下
主
人
の
存
在
を
示
そ
う
と
す
る
意
欲
が
よ
く
現
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
（
）
林
陸
朗
大
江
音
人
と
菅
原
是
善
貞
観
期
の
政
界
と
学
界
（
上
代
政
治
社
会
の
研
究
所
収
）
参
照
。
（
）
三
代
実
録
の
是
善
薨
伝
に
は
、
自
撰
二
東
宮
切
韻
二
十
巻
、
銀
輸
律
十
巻
、
集
韻
律
詩
十
巻
、
会
分
類
集
七
十
巻
一
と
あ
る
。
い
ず
れ
も
詩
文
創
作
の
た
め
に
撰
せ
ら
れ
た
書
物
と
考
え
ら
れ
る
。
多
く
の
門
弟
に
便
宜
を
与
え
る
目
的
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
ま
た
、
朝
野
群
載
（
巻
一
）
の
大
江
維
時
日
観
集
序
に
よ
れ
ば
、
日
観
集
は
承
和
年
間
か
ら
延
喜
年
間
に
か
け
て
の
異
才
十
人
の
律
詩
を
収
め
て
お
り
、
そ
の
中
の
一
人
に
相
公
菅
是
善
が
あ
る
（
拙
稿
大
江
維
時
日
観
集
序
注
釈
、
神
戸
女
子
大
学
文
学
部
紀
要
第
三
十
六
巻
、
参
照
）。
指
導
者
と
し
て
も
詩
人
と
し
て
も
、
第
一
人
者
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
─ ─
